外来・通所チームカンファレンス記録
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令和1年8月21日(水)　　　　　　　　　　　司会：蕨野　主　　　記録：藤田　孝子
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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・防災委員会より：8月23日（金）に避難訓練実施予定。

・ストレスチェックについて

実施期間：2019年7月1日(月)　～　2019年8月31日(土)

対象者：2019年5月31日時点で就業している職員

質問数  ：57問（所要時間およそ5分）

実施方法：Webにて実施

・2019年度医療福祉学会開催について

日程：2019年11月3日（日）

委員会の締め切りは抄録が9月中旬、PPTは10月上旬を予定している。

・令和元年度青仁会秋祭りのフリーマーケット出展者募集について

ご家庭の不要な物、野菜、果物等の提供者も同時に募集。

詳細は掲示板を確認すること。

・患者動静報告、日誌に見学者・体験利用者を記載する際には、年齢、性別、診断名等の基本情報、医学的情報を載せるようにすること。

・看護グループ内研修

日　時：8月26日（月）17：15～

場　所：病院2階　会議室

テーマ：リーダーシップ

対　象：入職１年以上の職員

講　師：藤原SGM

日　時：8月29日（木）17：15～

場　所：病院2階　会議室

テーマ：救急対応

対　象：全職員

講　師：松沢JGM＜路上喫煙の対策について＞

＜業務内容割り振り実施＞

・デイナイトケアでの領収書管理→蕨野・石田

・プログラムテキスト→栄養指導：鳥谷部　社会適応：藤田　日常生活：馬場

・月間プログラム計画書→馬場

＜利用者様情報＞
デイケア
・寺沢　彩　様　～本日は左足が変な感じがすると話しており、歩行時はゆっくり移動している。連日、八戸赤十字病院で点滴療法を施行しており、本日もデイケア後に施行する予定との事。昼食後より床へ座っており、右足の痺れがあると言う為静養室での休養を促し応じ、その後は軽減したと話している。以前トラブルとなった特定利用者（東海林　紀子様）とスタッフを交え今後の関係性について話し合いを行う。自身から遠ざけたが、反省しておりこれからも友人関係を続けたいと言い、二人で取り決めをしている。以前トラブルとなった特定利用者（東海林　紀子様）とスタッフを交え今後の関係性について話し合いを行う。自身から遠ざけたが、反省しておりこれからも友人関係を続けたいと言い、二人で取り決めをしている。
・東海林　紀子様～以前トラブルとなった特定利用者（寺沢　彩様）とスタッフを交え今後の関係性について話し合いを行う。ラインのやりとりについて当初は飲酒しており、執拗になってしまった事を振り返り、夫様や他の友人へも同様の行為をして嫌がられた為反省していると言い謝罪している。これからも友人関係を続けたいと言い、二人で取り決めをしている。今後もトラブルがあった際は適宜介入していく。
・上川原　豊　様～朝のミーティング時にスタッフが話している最中に何度も別な話をする事があり、気分の高い様子がある。最近、膿性の目やにと鼻つまりが気になる為眼科と耳鼻科受診を検討していると言う。
デイナイトケア
・稲垣　ふき　様～青風荘より情報提供あり。先日より、通帳に関する発言が多く聞かれ
ており、本人も「おかしい」と話すことが様子が見られていた。昨日、
青風荘にてスタッフに近づき「クリーム失くしたんだけど、預かって
ないかな」と質問をしていたとの事。自身で持参していたようだが、
物品管理能力が低下している可能性あり。現在、デイナイトケアでは
上記発言は聞かれておらず、塗り絵道具等は、問題なく管理出来てい
る。今後も様子観察していく。
ショートケア
・特記なし
＜事例検討＞
カンファレンスシート（奥山以依子様）

実施日：R1年8月21日（水）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当：蕨野
出席者：蕨野、藤田、百鳥

検討内容　

	氏名
	奥山以依子様
	性別
	女
	年齢
	69
	生年月日
	　S24年12月29日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	

	治療方針（医師の指示）
	・対人関係、身体機能の維持・向上　・作業能力・持続性の維持、向上。

・病識を理解し身体的、精神的に安定する　　・集団生活を継続する。

	本人希望
	集団生活（青風荘・デイナイトケア）を継続する。

	家族希望
	施設入所継続してほしい。

	入院歴
	計　2　回（最終：55年4月26日～17年4月4日）※当院2回

	通所歴
	　1　回目

· 今回：平成17年4月～現在（週5回/月・火・水・木・金曜日）

	生活歴・治療歴
	高校入学するが、急激に成績が下がり高校3年の4月に放浪・滅裂言動・奇行（学校で昼以外の時間に弁当を食べる等）が出現し、無為的な状態となり、S42年4月18日当院受診し同日入院となる。

入院加療により異常体験に基づく行動は減少し、H1年4月29日医療保護入院から任意入院へと切り替えとなる。現在は欠陥状態・長期入院による社会性の欠如があり、各種精神科専門療法及び社会復帰訓練を行なっている。

	その他サービス利用
	青風荘入所　平成20年4月3日～現在

	住居：

グループホーム｢青風荘｣　入居中
	家族構成







	利用制度
	障害基礎年金1級　　　　　　　精神障害者保健福祉手帳1級

重度心身障害者医療費制度　　　自立支援医療費制度

障害福祉サービス　区分4


【目標・治療計画】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状悪化せず、集団生活（青風荘・デイナイトケア）を継続する。
	①不調に気が付くことができるようになる。
	①-1スタッフに声を掛けられて、不調に気が付くことができるようになる。


	①-1スタッフから聞かれた事に返答できるようになる。

①-2振り返りを通して現実検討を促し、自覚できるようになる。

	
	②周囲に配慮が出来るようになる。　
	②物や人にぶつかることが無いように周りを見ながら行動する。
	②歩行する際には周囲を見て人や物にぶつからないように注意する。集団行動の際には、スタッフが事前に声かけをして事故を未然に防ぐ。


【検討内容】目標の見直し

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①スタッフに声を掛けられて、不調に気が付くことができるようになる。
	・運動療法開始時等、表情の険しさあり。また、歩行中に静止することが数回ある。ラジオ体操は殆ど身体を動かさず、顔を前方に向けたまま一点を凝視している事がある。運動療法終了後、体調を問うと「言いたいことが言えないです。だけどそれは全部私の責任なんです」「全部私が悪いです」と発言聞かれ表情の険しさが持続する事がある。
・超能力についての話題や、トイレへの長時間の閉じこもりは以前より減少している。

・他の利用者様との関係で楽しみにしている日課があり、意欲的に行う反面、人間関係が気になり、独語等の精神症状の出現が観察されている。
	・不調時には自分から相談することがないため、スタッフが変化に気付き声をかけていくことする。
・他の利用者様との関係でスタッフは言動に注意し適宜声掛けを行いストレスを溜め込まないように注意する。

	②物や人にぶつかることが無いように周りを見ながら行動する。
	・移動時には早足で行動するときがあるため、周りにいる人にぶつかりそうになり、注意促しの声掛け要している。
・デイナイトルームの段差の無い場所で、歩行中に躓く事が、何度か観察されており、声掛けを要している。その際の表情は硬く普段より突進歩行である。運動プログラム時など片足の靴紐が緩んでおり、転倒の危険性がある為結ぶよう何度か声掛けすると、独語で何かを話しつつ渋々結んでいる。

	・一つのことに集中したり、楽しみな事があるとスタッフの声かけも聞き入れずに早足で行動することがあるため、スタッフは繰り返し声掛けを行い、転倒などの危険がないように注意する。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状悪化せず、集団生活（青風荘・デイナイトケア）を継続する。
	①不調に気が付くことができるようになる。
	①-1スタッフに声を掛けられて、不調に気が付くことができるようになる。


	①-1スタッフから聞かれた事に返答できるようになる。

①-2振り返りを通して現実検討を促し、自覚できるようになる。


	
	②周囲に配慮が出来るようになる。　
	②物や人にぶつかることが無いように周りを見ながら行動する。
	②歩行する際には周囲を見て人や物にぶつからないように注意する。集団行動の際には、スタッフが事前に声かけをして事故を未然に防ぐ。


保護者・彰二様





裕子様








